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Sun StorEdge Network 2 Gb FC 
Switch-64 のご使用にあたって

このマニュアルでは、出版された製品マニュアルには含めることができなかった、
Sun StorEdge™ Network 2 Gb FC Switch-64 に関する重要な情報について説明しま
す。このマニュアルで、Sun StorEdge Network 2 Gb FC Switch-64 の設置および操
作に影響を与える可能性のある問題や要件を確認してください。

注 – Sun StorEdge Network 2 Gb FC Switch-64 の詳細およびその設置と管理につい
ては、次の Web サイトの「Other Documentation」をクリックして、関連マニュア
ルを参照してください。

http://www.sun.com/products-n-solutions/hardware/docs/
Network_Storage_Solutions/SAN/index.html
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クイックインストール
このマニュアルは、Sun StorEdge Network 2 Gb FC Switch-64 の最初のリリースに
関するものです。このスイッチは、このパッケージで提供される 1.5.0.7 以上の
ファームウェア、および SUNWsmgr2 パッケージ (VERSION=2.1、
REV=2003.03.05.14.20) で提供される 1.05.14 以上の GUI をサポートします。

1. スーパーユーザーでログインしていることを確認します。

� はじめてインストールを実行する場合は、手順 5 に進みます。

� 現在、システムにいずれかのバージョンの SUNWsmgr2 がインストールされてい
る場合は、手順 2 に進みます。

2. 次のように入力して、以前の SUNWsmgr2 パッケージに関連するパッチを確認しま
す。 

3. patchrm コマンドを使用して、以前のパッチを削除します。

前述の例で検出されたパッチは、次のように入力して削除します。 

4. 次のように入力して、以前の SUNWsmgr2 パッケージを削除します。

5. 新しい SUNWsmgr2 パッケージのインストール先のディレクトリにアクセスしま
す。

6. 次のように入力して、新しいパッケージを追加します。 

# showrev -p | grep 112429
Patch: 112429-08 Obsoletes: Requires: Incompatibles: Packages: 
SUNWsmgr2

# patchrm 112429-08

# pkgrm SUNWsmgr2

# pkgadd -d SUNWsmgr2_2.1.2003.03.05.14.20
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7. 次のように入力して、SANbox Manager を起動します。 

注 – このリリースでは、すべての Sun StorEdge Network 2G FC スイッチ (Switch-8 
および Switch-16、Switch-64) で、同じファームウェア (バージョン 1.5.0.7 以上) が
共有されます。

注および新機能
この節では、次の項目について説明します。

� 3 ページの「基本ソフトウェアパッケージ」

� 4 ページの「SB2-32/64 での SANbox Manager を使用したホットスワップの実
行」

� 4 ページの「スイッチのファームウェアのダウンロード」

� 4 ページの「IOStreamGuard」

� 4 ページの「アラームしきい値」

� 5 ページの「高度なゾーニングのアクティブ化」

� 5 ページの「Brocade モードの削除」

� 5 ページの「SNMP 4.0 FA MIB」

� 6 ページの「ファームウェアの命名規則」

� 6 ページの「SNMP トラップの変更」

� 6 ページの「SANsurfer ファブリックの表示」

基本ソフトウェアパッケージ

Sun StorEdge Network 2 Gb FC Switch-64 には、次のソフトウェアパッケージがイ
ンストールされています。

SUNWsmgr2 (VERSION=2.1、REV=2003.03.05.14.20)

# /usr/opt/SUNWsmgr2/bin/SANbox_Manager
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SB2-32/64 での SANbox Manager を使用したホッ
トスワップの実行

SANbox Manager を使用したホットスワップ手順は、スイッチに対する直接の 
SANbox Manager セッションから実行する必要があります。つまり、帯域内スイッ
チの管理セッションではなく、エントリスイッチの管理セッションを使用します。帯
域内スイッチの管理セッションを使用してホットスワップ手順を実行すると、予期し
ない動作が発生する可能性があります。

Telnet セッションを使用して、ホットスワップ手順を実行することもできます。

スイッチのファームウェアのダウンロード

SANbox Manager を使用したファームウェアのダウンロードは、スイッチの直接の 
SANbox Manager セッションから実行する必要があります。つまり、帯域内スイッ
チの管理セッションではなく、エントリスイッチの管理セッションを使用します。帯
域内スイッチの管理セッションを使用すると、ダウンロードに時間がかかる場合があ
ります。

スイッチのファームウェアイメージは、FTP を使用してダウンロードし、Telnet セッ
ションを使用して有効にすることもできます。

IOStreamGuard

デフォルトでは、スイッチの IOStreamGuard は使用不可になっています。ポートの 
IOStreamGuard を使用可能にすると、そのポートに接続されているデバイスへの登
録状態変更通知 (Registered State Change Notifications : RSCNs) が遮断されます。
このデバイスがホストである場合、このホストは、ターゲットがファブリックに参加
した時間またはファブリックから分離した時間を判定できません。このため、通常構
成のホストのポートでは、IOStreamGuard を使用可能することはお勧めしません。

アラームしきい値

「Alarm Threshold Configuration」画面では、ログイン数などのカウンタに関して
スイッチポートを監視できます。スイッチポートでこのカウンタ数が急激に増加する
と、しきい値監視によってポートがオフラインになります。

注 – オフラインになったポートは、ユーザーがオンラインにするまでオンライン状
態には戻りません。
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しきい値監視では、ポートをオフラインにする設定値を必要に応じて設定できます。
詳細は、『SANbox2-64 スイッチ管理者マニュアル Sun StorEdge Network 2Gb FC 
Switch-64』(875-3439) の「アラームの管理」を参照してください。

各カウンタのしきい値は、set config threshold コマンドを使用して、使用可
能と使用不可の切り替えができます。次に、カウンタのしきい値を示します。

� CRC エラー

� 復号化エラー

� ISL 接続数

� ファブリックへのログイン

� ファブリックからのログアウト

� 同期損失

Enable All Alarm Thresholds 機能が符号化エラーに対して有効になっている場合
に、符号化エラーのしきい値を 3 回超えると、サンプル間隔がデフォルトの 10 秒か
ら 30 秒に変更され、ユーザーポートが使用不可になり、アラームが生成されます。
使用不可のポートを回復するには、次のいずれかの手順を実行します。

� ポートの状態をオンラインに設定する

� ポートをリセットする

� Sun StorEdge Network 2 Gb FC Switch-64 をリセットする

アラームの設定方法の詳細は、『SANbox2-64 スイッチ管理者マニュアル Sun 
StorEdge Network 2Gb FC Switch-64』(875-3439) の「アラームの管理」を参照して
ください。

高度なゾーニングのアクティブ化

ゾーンセットをアクティブにすると、影響するゾーンでのみ RSCNs が生成されま
す。

Brocade モードの削除

FC-SW2 規格によって、アクティブなゾーンセットのみが伝達されます。

SNMP 4.0 FA MIB

SNMP 4.0 FA MIB に対するサポートが追加されています。
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ファームウェアの命名規則

Sun StorEdge Network 2 Gb FC Switch-64 のファームウェアのバージョンに、数値
が 1 桁追加され、1.5.0.7 になりました。

SNMP トラップの変更

connUnitEventTrap が次のものに置き換えられます。

� connUnitStatusChange

� connUnitDeletedTrap

� connUnitSensorStatusChange

� connUnitPortStatusChange

SANsurfer ファブリックの表示

入出力トラフィックのエラーをポートごとにリアルタイムで監視できるようになりま
した。

� グラフのポーリング間隔の設定 － ポーリング間隔に対する更新頻度を設定できま
す。

� バイトまたはフレームのグラフ化

詳細は、『SANbox2-64 スイッチ管理者マニュアル Sun StorEdge Network 2Gb FC 
Switch-64』(875-3439) を参照してください。 
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バグ
次に示すバグは、テスト期間の遅くに発見されたため、現在のリリースでは修正が間
に合わなかったものです。

� バグ 4819523 : 64 ポートスイッチの SANbox Manager で、「Hot Swap 
Wizard」の「Cancel」ボタンをクリックすると、スイッチがハングアップする場
合があります。

回避策 : 

� いったん開始したホットスワップは、終了しないでください。

� 必要に応じて、スイッチの電源を入れ直して回復します。

� バグ 4819531 : ブレードが完全に取り付けられていない状態で「HotSwap - insert 
Blade」を実行すると、エラーメッセージが表示されます。表示されるエラーメッ
セージには、問題は示されません。

回避策 : 「blade insert」を実行する前に、ブレードが正しく取り付けられている
ことを確認します。

� バグ 4821346 : 大規模なファブリックで Storage Automated Diagnostic 
Environment を使用すると、一部のスイッチによって次のようなエラーメッセー
ジが返されます。 

回避策 : 「Admin」→「General Maintenance」→「Add Devices」を選択し、
Storage Automated Diagnostic Environment 機能を使用してスイッチを手動で追
加します。

� バグ 4822128 : 障害投入を実行すると、入出力ストリームで障害が発生し、ホス
トが一部のデバイスへの接続を失う場合があります。

回避策 : 明らかに接続が失われているデバイスを持つポートをリセットします。

� バグ 4825899 : スイッチのネームサーバーが TL_Port へのログインを失います。
このバグは、HBA 側で障害投入を実行すると発生します。デバイスはオフライン
になりますが、SANbox Manager を使用するとスイッチの TL_Port はオンライン
であると表示されます。SANbox Manager のネームサーバーには、スイッチの 
TL_Port に対するエントリは表示されません。

回避策 : ポートまたはスイッチをリセットして回復します。

ERR: Skipping ip sseqa-31.ebay.sun.com because type(Couldn't 
detect a device at IP: 10.4.51.83), class(ERR) or wwn() is blank
Sun StorEdge Network 2 Gb FC Switch-64 のご使用にあたって 7



� バグ 4832041 : ポートをオフラインにしたあと、API を使用してオンラインに戻
すと、オンラインに戻らない場合があります。

回避策 : SANbox Manager を使用してポートをオンラインに戻すか、ポートをリ
セットします。

保守情報
この製品のインストールおよび使用に関するサポートが必要な場合は、次の URL に
アクセスしてください。

http://sun.co.jp/service/contacting/index.html
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